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株式会社 宮崎銀行 

財団法人 みやぎん経済研究所 

 

宮崎県内経済の動き 
（平成 19年 1月～平成 19年 3月の動き） 

 

 

財団法人みやぎん経済研究所は、県内経済・産業等の調査研究を

行い、その結果や地域に密着した情報の提供を行っています。 

毎月発行している「調査月報」に掲載している『県内経済の動き』

は、各種経済指標を基に宮崎県経済の動向を産業ごとに分かりやす

く解説したものです。 

この調査結果を広くお知らせするために、宮崎銀行ホームページ

に掲載いたしますので、是非ご活用ください。 

 

 

【掲載内容に関するお問合せ先】 
財団法人 みやぎん経済研究所 

TEL 0985-20-5180 
E-mail info@mkk.or.jp 
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西日本建設業保証（株）宮崎支店の公

共工事速報によると、県内を工事場所と

する２月の前払保証件数は439件（前年

同月比▲63.5％）、保証対象請負総額は約

99億80百万円（同▲52.3％）。

保証実績の概要は以下の通り。

「県」（199件）は、合計で約45億70百万

円（同▲63.9％）。「市町村」（191件）は、

合計で約15億94百万円（同▲77.9％）。

「国」（40件）は、合計で約32億94百万円

（同＋297.4％）。「独立行政法人等」（４件）

は、合計で４億60百万円（同＋267.9％）

であった。

３月の県生コンクリート工業組合（57

社64工場－組合非加盟は推計で４社）扱

いの生コン総出荷量は146,546（前年同

月比＋7.8％、前月比▲10.4％）。　　

当月の総出荷量のうち官公需は、

76.8％と前年同月比7.4Ｐ増加した。

地区別では（県内９地区）、前年比増加

したのが、西臼杵地区（約12千、前年

同月比＋10.9％）、県北地区（約31千、

同＋30.6％）、耳川地区（約25千、同＋

77.9％）、西諸地区（約12千、同＋22.6

％）の計４地区。一方、減少したのは、

西都児湯地区（約16千、同▲25.1％）、

宮崎地区（約30千、同▲5.0％）、日南地

区（約５千、同▲10.2％）、串間地区（約

３千、同▲46.3％）、都城地区（約12千

、同▲7.3％）の計５地区である。

公　共　工　事 ―  請負総額、前年比52.3％の減少（２月）

生　　コ　　ン ―  出荷実績、前年比7.8％の増加（３月）

資料）西日本建設業保証㈱宮崎支店

公　共　工　事

生  コ  ン  出  荷  量

資料）県生コンクリート工業組合



２月の着工新設住宅件数は664戸（前

年同月比＋10戸、同＋1.5％）。全体の総

床面積は、62,258㎡（同＋6.0％）。

用途別の内訳は、持家227戸（同▲

16.5％）、貸家299戸（同＋23.6％）、分譲

住宅135戸（同▲1.5％）うちマンション

83戸（同▲14.4％）。一戸当たりの床面

積は93.8㎡（同＋4.5％）。県下９市にお

ける着工新設住宅の総床面積をみると、

前年比増加したのは、宮崎市27,385㎡

（同＋14.1％）、都城市10,067㎡（同＋

22.7％）、延岡市9,065㎡（同＋11.2％）、

えびの市1,078㎡（同＋97.1％）の４市、

一方減少したのは、日南市953㎡（同▲

20.5％）、小林市1,574㎡（同▲31.3％）、

日向市3,344㎡（同▲19.5％）、串間市547

㎡（同▲10.9％）、西都市551㎡（同▲

93.2％）の５市であった。９市の総床面

積の合計は54,564㎡（同＋6.5％）。

３月における県産木材の素材価格（円
／立方メートル）は、ヒノキ（中丸太）
23,100円（前年同月比＋13.8％）、スギ中
丸太13,000円（同＋8.3％）、マツ12,000円
（同▲4.0％）。前月比でみると、スギが
100円高、マツは変わらず。ヒノキは2,000
円安。
市場ではこのところ、北洋材や米材な
どの価格が為替レートや原油高、運賃高
などで高騰している影響で、需要（合板
用・集成材用など）が国産スギにシフト
していくにつれ、価格も強含んでいる。
ただ、ヒノキ（丸太）は、製材製品向け
の需要見込みに比べ、出荷が多く、価格
は下がった。
製材製品（円／立方メートル、４m×
10.5cm）は、スギ（１等上）が25,000円（前
年同月比＋36.6％）、ヒノキ（特等）は
55,000円（同＋31.0％）で、共に前月と変
わらず。

住　宅　着　工 ―  総戸数、前年比1.5％増加（２月）

木　材　市　況 ―  価格は強含み（３月）

木 材 市 況（丸太）

資料）九州農政局宮崎農政事務所（スギ、ヒノキ）、

　　　宮崎県山村・木材振興課（マツ）

新設住宅着工戸数（折れ線、左目盛）と
総床面積（棒、右目盛）

資料）県建築住宅課



宮崎労働局によると、県内における２

月末時点のパートを含む月間有効求人数

は17,099人（季節調整値、前年同月比＋

4.5％）、月間有効求職者数は24,409人（同

▲1.7％）となった。また、月間有効求人

倍率（季節調整値）は0.70倍で、前月から

0.02ポイント上昇した。

新規求人数は6,908人（含むパート2,029

人）で前年同月比5.2％増加した。またパ

ート比率は、前年同月比2.9ポイント上昇

し32.5％となった。 

一方、新規求職者は4,565人（パートを

除く常用雇用求人）で前年同月比6.4％減

少した。職業別にみると「一般事務」が

1,027人で最も多く、次いで「商品販売

（505人）」「自動車運転（184人）」「飲食物

調理（168人）」などが上位に並ぶ。

東京商工リサーチ宮崎支店の調べによ

ると、３月の企業倒産件数（負債額1,000

万円以上）は前月比４件増の10件（前年同

月比＋100.0％）で９カ月ぶりに２ケタ台

となった。業種別では依然として建設業

（５件）の不振が目立つ。また、負債総額は

前月から１億3,600万円減少し７億5,000

万円（同▲48.7％）。負債額の最多企業は、

宮崎市の製造業（資本金1,000万円、売上

8,000万円、従業員５名）で負債金額は１

億7,600万円であった。

なお、2006年度の倒産件数は84件（前年

度比▲3.4％）で３年連続して100件を下

回り、また負債総額は昨年１月に発生し

た大型倒産による反動減もあって、前年

度に比べ359億7,300万円減少し174億

3,200万円（同▲67.4％）にとどまった。

雇　用　動　向 ―  有効求人倍率、前月比やや上昇（２月）

企　業　倒　産 ―  倒産件数は９カ月ぶりの２ケタ（３月）

資料）宮崎労働局職業安定部

月間有効求人倍率、雇用保険受給者数

企　業　倒　産

安定所

宮　崎

延　岡

日　向

都　城

倍　率

0.97

0.63

0.62

0.77

安定所

日　南

高　鍋

小　林

（季節調整前）

倍　率

0.65

0.47

0.85

（参考）２月現在の安定所別有効求人倍率

資料）東京商工リサーチ宮崎支店



３月、都城家畜市場における黒毛和牛
子牛の売却頭数は前月比15頭増加し、
1,564頭（前年同月比＋３頭）。うち県外
への売却は871頭（県外売却率55.7％）。
内訳は去勢牛870頭、メス694頭。
１頭当りの平均売却価格は前月比
13,029円高い553,149円（前年同月比▲
3,011円）となり、２カ月連続で前年を下
回ったが、2005年８月以降20カ月連続で
50万円台の高値を維持した。去勢牛の平
均は前月比4,905円高い575,845円（同▲
4,500 円）で、メス牛は 22,055 円高い
524,697円（同▲1,371円）。
このところ、関西、関東の市場で枝肉卸
売価格が高めに推移していることも影響
して、子牛の取引価格も依然高い。
３月中に開かれた県内６市場での平均
価格（去勢・メス合計、総売却頭数6,487
頭）は541,327円（前年同月は545,304円）
で、そのうち、都城市場が最も高かった。

宮崎市中央卸売市場における２月の野

菜部門の卸売数量は10,572トンで前月比

▲5.0％と２カ月連続して減少し（前年同

月比▲2.7％）、総取引金額は20億4,823万

円で前月比23.1％減と伸び悩んでいる

（同▲14.3％）。また、平均単価は１kg当

り194円で前月比▲18.8％と２カ月連続

のマイナスとなった（同▲7.4％）。

品目別の単価を前年同月比でみると、

入荷量が減少したトマト」は約４割高、

また「ホウレンソウ」はほぼ前年並みの

価格を維持しているものの、それ以外の

「キャベツ」「レタス」「白菜」などは軒並

み前年割れとなり、特に「大根」「ニンジ

ン」は半値以下に落ち込み低迷が続いて

いる。

畜　産　市　況 ―  子牛価格の高値基調が続く（３月）

青　果　市　況 ―  平均単価、前月比低下（２月）

青果市況（宮崎市中央卸売市場）

資料）宮崎市農政部市場課

肉用子牛（黒毛和牛）の売却平均価格
（都城地域家畜市場）

資料）（社）宮崎県畜産協会


